
赤石岳 

（小渋川から福川、百間洞を経て大聖寺平） 

2015 年 10 月 31 日(土)・11 月１日（日） 晴 メンバー：佐々木（単独） 

 

アクセス：  

Ｒ１５１・Ｒ１５３から松川を経て大鹿村へ。鳥倉林道を左手に見送り

そのまま小渋川沿いに走る。河川工事現場の事務所を道なりに左へカーブ

して林道の突き当たりまで進めば「湯折ゲート」に到着する。（冬期は湯折

ゲート手前４Ｋｍの河川工事事務所付近で林道は閉鎖される。）  

湯折ゲート付近には５～７台駐車可能である。  

 

10 月 31 日（土）：  

湯折ゲートから小渋川、広河原小屋まで： 

5 時 30 分、未だ薄暗い中をヘッデンでスタートし林道を進み七釜橋に至る。

橋を渡り小渋川の左岸に降り立つ。左岸を 10 分程度歩き、流れにあたり進めな

くなる場所で渡渉準備とする。ここからは幾度か渡渉を繰り返す。この季節、水

量は少なく膝程度。歩きやすい。高山ノ滝で一本。朝食休憩とする。  

左岸に注目しながら進めば広河原小屋の標識が目に入る。  

ここまでの区間は、赤ペンキで新しい目印が沢山付けられていた。概ね適正な

マーキングだか、一部は無駄な迂回方向にマーキングされていると感じた。  

 広河原小屋の周囲は綺麗に整備されていた。小屋の内部も綺麗だった。夏期に

は、それなりの利用があるのだろう。  

 

 

湯折ゲート（下山時に撮影）  

                      

                    高山ノ滝（下山時に撮影）  

                     

 

 



広河原小屋から福川詰めまで：  

 広河原小屋からは水量も少なくなると見込んでウェーダーを小屋にデポした。 

広河原小屋の水場に下りれば、そこが本岳沢。しばらく本岳沢を登れば、左岸

に流れ込む福川に出合う。  

福川は大きな滝や通らずが無く、とても歩きやすい渓流。ただし、濡れ石の一

部は薄い氷も張っているので、できるだけ乾いた石を選んで歩く。  

2 時間程度の遡行で二股に至る。百間洞へは右俣へ入る。そこに小さな滝があ

る。左側を巻けば容易に滝の上に登ることができる。さらに 30 分程進めば百間

洞へのガレた斜面が見えてくる。  

 
福川の流れ          濡れた石は一部凍結  

 

 

福川詰めから百間洞露営地を経て百間洞小屋：  

 ネット上の記録によれば廃道があるようだが、今回は見いだせなかった。  

 当初は踏み跡らしいルートを歩いていたが、徐々に斜面の東側へ寄ってしまっ

ていた。足場が脆く、一歩毎に足下が崩れて歩きづらい。ガレ場が終わったとこ

ろで急峻な岩稜帯にあたってしまった。かなり百間平の方に寄ってしまっている。

そのまま越せなくもなさそうだが、トラバースして方向を修正した。  

 灌木を漕ぎ、ハイ松を越えてようやく稜線に至った。  

 広河原小屋から４時間を見込んでいたが 2 時間ほどオーバーした。調子が良け

れば赤石岳避難小屋まで足を延ばそうと思っていたが、体力も消耗していたので

計画どおり百間洞小屋で泊まることにした。  

百間洞小屋は綺麗で快適な小屋だった。この日の利用者は私一人だけ。広いス

ペースを独占できたのは良かったが、とても寒かった。  

 

 

 

  



 
  福川を詰めてガレた斜面へ       

 

11 月 1 日（日）：  

百間洞小屋から赤石岳を経て大聖寺平：  

 ヘッデンでスタートし、百間平で夜明けを迎える。聖岳が姿をあらわした。  

かなり冷え込んでおり、休憩はハイ松の中に身を滑り込ませて風を凌ぐ。  

しばらくは素晴らしい眺望が楽しめる稜線歩き。すれ違った登山者は 2 名で、

赤石山頂に 1 名。前日に赤石岳避難小屋で泊ったのは 3 名のみだったとのこと。 

 

 

朝日を浴びる聖岳  

 

 

 

ようやく稜線へ 

 



 

          赤石岳山頂から富士山を望む  

大聖寺平から広河原小屋を経て湯折ゲート：  

 初夏に歩いた時はかなり歩き辛いと感じたが、目印、踏み跡ともに明瞭で全く

ストレスを感じることはなかった。倒木や垂れ下がった枝が多く、引っかかりも

するが、昨日のガレ場に比べれば何てことはない。  

 順調に広河原小屋まで下山し、デポしてあったウェーダーを身につけて小渋川

を下る。出発時には暗くて分からなかったが、高山ノ滝、七釜橋、湯折ゲートと

も紅葉が残っていた。  

 下山後は小渋温泉赤石荘で汗を流して家路についた。  

 

紅葉の残る七釜橋 



所見 

 何度か計画したものの仕事の都合や悪天で行けなかったこのコース。ど

うにか今シーズン中に果たすことができた。 

小渋からのクラッシックルートに福川という変化を加えたこの山行は、

百間洞露営地への登りで少し難儀したものの、なかなか面白いものだった。 

夏からの宿題をようやく提出した気分で、これでスッキリと雪のシーズ

ンへ移れそうだ。 

 

行動概要 

 

1 日目 山行 7 時間 35 分 休憩 2 時間 0 分 合計 9 時間 35 分  

湯折ゲート 05:35 06:15 渡渉準備 06:35 07:00 高山ノ滝 07:10  

08:00 広河原小屋 08:30 09:30 休憩点１09:40 10:50 福川詰め 11:10  

12:10 2300Ｍ  12:20 13:20 休憩点２13:3 014:30稜線 14:40 15:10百間洞山の家  

2 日目 山行 7 時間 55 分 休憩 1 時間 50 分 合計 9 時間 45 分  

百間洞山の家 04:40 05:25 百間平 05:35 06:20 馬の背 06:25 07:15 赤石岳  

07:25 07:30 赤石岳避難小屋 07:40 08:10 小赤石岳 08:20 09:00 大聖寺平  

09:10 09:50 舟窪 10:00 11:00 休憩点３11:10 11:50 広河原小屋 12:10  

13:00 高山ノ滝 13:15 14:25 湯折ゲート          （佐々木 記） 
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